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みたこともない さかなたち。
みえない いとで ひっぱられている。

そして、かぜに ゆれる ももいろの やしのきみたいな いそぎんちゃく。
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ドロップみたいな いわから はえている、
こんぶや わかめの はやし。

うなぎ。
かおを みる ころには、しっぽを わすれてるほど ながい。

あさの つめたい みずの なかを、ひるの かがやく ひかりの なかを、
みんなは およぎ、 おおきな さかなを おいだした。

ひろい うみの どこかに、ちいさな さかなの きょうだいたちが、たのしく くらしていた。
みんな あかいのに、いっぴきだけは からすがいよりも まっくろ。
でも およぐのは だれよりも はやかった。
なまえは スイミー。
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スイミーは おしえた。
けっして、はなればなれに ならない こと。
みんな、もちばを まもる こと。

スイミーは およいだ。くらい うみの そこを。
こわかった。さびしかった。
とても かなしかった。

「でて こいよ。みんなで あそぼう。 おもしろい ものが いっぱいだよ！」
ちいさな あかい さかなたちは こたえた。
「だめだよ。おおきな さかなに たべられてしまうよ。」
「だけど、いつまでも そこに じっと してる わけには いかないよ。 なんとか かんがえなくちゃ。」

すいちゅうブルドーザーみたいな いせえび。

そのとき、いわかげに スイミーは みつけた。
スイミーのと そっくりの、ちいさな さかなの きょうだいたちを。
スイミーは いった。

そのとき、いわかげに スイミーは みつけた。
スイミーのと そっくりの、ちいさな さかなの きょうだいたちを。
スイミーは いった。
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ところが あるひ、おそろしい まぐろが、おなかを すかせて、
すごい  はやさで  ミサイルみたいに つっこんで きた。
ひとくちで、まぐろは、ちいさな あかい さかなたちを、 いっぴき のこらず のみこんだ。
にげたのは スイミーだけ。

みんなが、いっぴきの おおきな さかなみたいに 
およげるように なった とき、スイミーは いった。
「ぼくが めに なろう。」

けれど、うみには すばらしい ものが いっぱい あった。
おもしろい ものを みる たびに、 スイミーは、だんだん げんきを とりもどした。
にじいろの ゼリーのような くらげ。

スイミーは かんがえた。いろいろ かんがえた。うんと かんがえた。
それから、とつぜん、スイミーは さけんだ。
「そうだ。みんな いっしょに およぐんだ。 うみで いちばん おおきな さかなの ふりを して。」


